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印刷岡田印局IJ附

3月号
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世帯数 6 ,788 

、 | 人口札014
|男 10 ， 074

女 10 ， 940

2 月 1 日現在

第16固 400歳駅伝大会(%)

横河原が8連覇/
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し幸日広 (2) 

国

民

ぷ:

国
民
年
金

学
生
も
全
員
加
入
に

の

学
生
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
庭
の

方
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
が
任

意
で
あ
っ
た
二
十
歳
以
上
の
大
学
生

・

専
門
学
校
生
な
ど
は
、
四
月
か
ら

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
に
必

ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
す
。こ

れ
に
よ
り
、
学
生
の
方
が
事
故

や
病
気
で
万
一
障
害
者
に
な
っ
た
場

合
で
も
障
害
基
礎
年
金
が
保
障
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
に
な

る
ま
で
の
四
十
年
間
加
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
学
生
本
人
か
世
帯
主
に

納
付
義
務
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
保
険
料
を
免
除
す
る
な
ど
、

負
担
面
に
お
け
る
配
慮
も
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

手
続
き
は
住
民
票
を
お
い
て
い
る

市
町
村
役
場
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

納
付
鴻

げ

年

金

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し

た
か
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も
う

一
度
お
確
か
め
下
さ
い
。

老
後
や
万
一
の
と
き
、
い
ち
ば
ん

頼
り
に
な
る
の
が
年
金
で
す

。

と
こ

ろ
が
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と

万
一
の
事
故
の
と
き
、
障
害
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
ば

か
り
か
、
未
納
期
間
が
長
く
な
る
と

将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
納
期
限
か
ら
二
年
た
つ

と
、
あ
と
で
納
め
た
く
て
も
納
め
ら

れ
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
期
日
ま
で
に
、

き
ち
ん
と
納
め
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
、
つ
。

保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
は
、

口
座
振
替
に
よ
る
便
利
な
方
法
も
あ

り
ま
す
の
で
、
役
場
の
国
民
年
金
係

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

湾
岸
紛
争

…

被
災
者
救
援
金
の

…

募
集
に
つ
い
て

…

「
湾
岸
紛
争
被
災
者
救
援
金
」
(
主
催

日
本
赤
十
字
社
)
が
一
月
二
十
一
日

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
救
援
金
は
、
シ
リ
ア

に
設
け
ら
れ
る
難
民
キ

ャ
ン
プ
で
被

災
者
救
援
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

O
受
付
機
関

日
本
赤
十
字
社
本
社
及
び
各
支
部

。
受
付
口
座

伊
予
銀
行
愛
媛
県
庁
支
店

普
通
預
金

「

一
一
四
七
四
四
七

L

愛
媛
銀
行
県
庁
支
店

普
通
預
金
「
四
四
二
五

二
O
二
」

郵
便
振
替
(
日
本
赤
十
字
社
)

「
東
京
福

一
ー
ー五
六
O
六
」

松山東高等学校通信制生徒募集

働きながら、また家事を続けながら月 2 回

程度日曜日を利用して高等学校卒業の資格が

得られます。

対象生

般

科

高校卒業を目的とする コース

一般教養や知識修得のため希望

科目を学習

現在、定時制に在学中で不足単

f立を修得

生
生

特

定通併修生
標準価格米の小売価格改定について

標準価格米の小売指導価格は、米穀の政府売渡価格(政

府から卸売業者への販売価格)の改定に伴い、平成 3 年 2

月 10 日から、 3 ， 730円(精米正味10kg当たり、消費税込)と

なり 10円引き下げられました。

消費者への販売価格等は次のとおりです。

l 版売価格

小売指導価格を超えない額に包装代を含めた価格

原料玄米構成割合

学習方法

日曜日を月 2 回程度利用して松山東高校ま

たは東予 ・ 南予の指定校に出校して授業を受

け、定められた学習課題を提出することによ

り学習を進めてゆきます。

修業年限は 4 年以上です。

出願期間

3委員 1 ， 2等 5類1 ， 2委員 計

63年産米 1 0 . 0 10. 0 

元年産米 3 0 . 0 20. 0 50. 0 

2 年産米 30. 0 10. 0 40. 0 

計 7 0 . 0 30. 0 100 . 0 

(単位 : %) 

2 
3 月 14 日(ポから 4 月 5 日幽まで

出願期間については事情により 4 月 26 日幽ま

で受付けます。

干790

問い合わせ先

松山東高等学校通信制課程

松山市持田町 2 丁目 2 -12 

fi45 - 013 1 ・ 43-0189 

(電話、郵便いずれにでも可)

一一一シ ート ベル トは正 し く着用 しまし ょう一一一
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の

新
入
生
を
お
持
ち
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

今
年
の
重
信
町
内
小
学
校
へ
の
新

入
学
児
(
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
生
ま
れ
)

は
、
三
百
六
人
で
す
。

該
当
す
る
お
子
さ
ん
で
、
下
記
の

名
簿
に
漏
れ
て
い
た
り
、
病
気
や
そ

の
他
の
理
由
で
就
学
猶
予
の
申
請
を

す
る
方
、
二
月
一
日
以
降
に
転
入
し

た
方
で
、
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な

い
方
は
、
重
信
町
教
育
委
員
会
・
教

務
課
(
宮
六
回
|
一
五
O
O
)
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。

名
簿
は
平
成
三
年
二
月
一
日
現
在

で
作
成
し
、
生
年
月
日
の
順
で
記
載

し
て
い
ま
す
。

t-f し幸良広(3) 

北
吉
井
小
学
校

男
臼
人

女
同
人

長
谷
勲
岡
元
涼
申

高
橋
寿
幸
藤
石
雄
太

高
松
克
行
八
木
大
五
郎

生
鷹
勇
太
松
本
直
之

野
島
雄
史
関
谷
健
一

井
上
大
輔
山
岡
鉄
史

長
曽
我
部
真
也
清
水
孝
敏

原
直
彰
高
須
賀
功
喜

山
家
慎
太
郎
浅
倉
浩
平

近
藤
龍
二
安
藤
祐
也

漬
野
雄
樹
三
好
隆
介

渡
部
哲
也
和
田
大
輔

池
内
勇
介
阿
部
篤

谷
岡
大
輔
高
市
雅
彦

渡
部
敦
郎
岩
川
功

菊
池
走
越
智
直
樹

山
下
祐

一
鍋
島
道
敬

渡
部
将
司
沖
野
威

黒
河
祐
太
中
橋

一
嘉

岡
田
真
之
介
越
智
周
平

渡
部
文
雄
重
松
洋
平

山
内
大
介
越
智
公
太

森
丈
晃
河
野
慶

阿
部
太
一
家
森
康
徳

中
野
圭
長
櫓
司

山
下
泰
史
栗
田
俊

佐
伯
公
三
池
田
裕
介

戒
能
裕
章
宮
田
幸

吉
田
賢
一
黒
河
将
章

矢
野
修
一
北
悔
彰
久

新
盛
憲
治
美
曹
卓

青
木
正
樹
丹
生
谷
康
広

120 
人

中
村
美
歩

大
成
万
美

長
尾
麻
衣

田
中
美
耶

菅
野
真
白

井
上
真
貴

三
浦
麻
子

渡
部
祐
子

前
田
祐
子

菅
慶
子

佐
伯
香
奈

恒
岡
恵

成
井
志
保

池
恵
理
奈

神
野
梨
沙

花
田
朝
日
香

成
瀬
真
由

笠
松
麻
以

吉
本
綾
乃

黒
河
優

奥
川
裕
美

亀
田
智
子

岩
井
瞳

松
下
千
恵

水
崎
真
丹

木
下
愛
子

木
下
信
子

井
上
あ
や

宮
内
純
柄

後
藤
文
莱

林
佑
香

中
島
ゅ
、
つ
子

水
口
久
美

野
村
彩
子

山
田
桃
子

北
川
紘
奈

渡
部
裕
子

木
下
由
美
恵

横
弁
彩

水
津
千
絵

賓
坂
幸
枝

近
藤
奈
緒
美

恒
岡
麻
美

北
健
福
美

堀
切
沙
由
里

落
藤
真
実

門
多
宏
恵

児
玉
斗
基
子

岩
田
は
る
か

岡
野
裕
子

熊
美
香

佐
伯
歌
莱

日
野
宏
美

渡
部
教
子

辰
野
み
ゆ
き

湯
浅
真
咲

南
吉
井
小
学
校

男
乃
人

女
印
人

大
内
直
人
的
場
祐
哉

高
見
浩

一

矢
田
部
啓

清
家
健
束
村
宗
紀

山
内
祐
輔
瀬
尾
英
孝

明
賀
徳
真
渡
部
司

大
鼻
真
太
郎
栄
口
和
也

和
田
雅
史
藤
田
靖
博

脇
隆
之
石
割
慶
太

庚
瀬
雄
士
関
谷
勇
介

土
田
健
太
郎
岩
井
孝
太

安
井
章
知
目
前
島
達
也

池
川
雄
太
池
川
朔
太

松
田
祐
樹
大
北
稔

上
田
昇
平
漬
田
和
孝

尾
崎
誠
葛
原
桂

沼
田
洋
平
束
村
拓
也

泉
市
裕
太
篠
宮
築

樋
口
徹
渡
部
剛
士

伊
藤
一
貴
藤
岡
秀
式

渡
部
裕
介
入
木
大
輔

中
川
匠
馬
浅
海
貴
志

人

武
智
一
弘

高
原
史
弥

山
内
康
之

大
北
康
裕

北
ケ
市
泰
宗

上
田
一
仁

東
洋

一

池
川
雄
二

矢
原
功
基

戎
屋
力

菅
原
康

字
都
宮
祐
太

石
田
悠
志

大
西
勇
介

浅
川
秀
明

大
北
俊
平

渡
部
剛

佐
伯
安
彦

水
野
友
海

吉
田
年
宏

掛
川
新
太

宮
内
健
次

大
西
祐
輔

高
須
賀
雄
太

高
橋
和
孝

藤
田
三
四
郎

高
須
賀
広
太

渡
部
勇
斗

山
之
内
靖

寺
川
敏
弘

藤
田
一
洋

河
野
和
史

堀
内
繍
悟

酒
井
俊

小
池
祐
輝

東
和
範

高
木
洋
輔

菊
地
真
由
美

浅
山
可
奈

辻
香
織

高
橋
緑

高
田
杏
子

柴
田
早
苗

豊
田
茜

佐
伯
直
美

村
山
真
美

品
川
琴

井
上
理
雅

一
川
の
ぞ
み

河
合
環

樋
口
沙
奈
美

伊
藤
志
紀

大
西
奈
緒
美

中
野
里
沙

岸
川
千
夏

三
並
は
づ
き

松
田
知
代

都
築
寛
子

岡
林
英
里

紅
坂
亜
矢

渡
部
訓
子

兼
信
り
え

原
由
布
子

小
田
異
由

渡
法
み
の
り

池
川
佳
奈

野
口
奈
々
実

大
西
加
名
恵

朝
比
奈
章
子

増
固
め
ぐ
み

丹
下
智
恵

大
北
愛

池山上兵八橘草地渡河水北和寺戒重藤篠久塩大明芝和

ωωω叫;:芸品;;;;j;;;i?;;;;乙
拝
志
小
学
校

男
同
人

女
同
人

熊
谷
諒
丹
生
谷
知
美

野
上
孝
之
松
本
真
美

野
首
仁
津
川
裕
美

藤
田
祐
介
大
森
麻
衣

田
井
裕
二
古
味
さ
く
ら

野
中
大
道
野
中
麻
未

高
橋
佑
輔
高
橋
真
理

丹
生
谷
直
志
森
美
由
貴

野
中
友
和
山
本
悠
美
子

高
市
真
吾
石
丸
綾
子

中
村
祐
司
武
智
ゆ
か
り

森
裕
規
小
池
み
ど
り

野
中
圭
吾
石
川
愛
弓

門
田
啓
介
永
野
咲

高
須
賀
豊
野
中
千
恵
美

河
野
大
地
小
山
千
尋

32 
人

上
林
小
学
校

男

7

人

女

9

人

神
野
愛
仁
菅
野
菜
々
美

森
裕
志
高
須
賀
優

菅
原
省
二
杉
木
里
早

相
原
信
一
森
あ
す
か

久
野
恵
森
佳
代

菅
原
武
蔵
渡
部
可
奈
子

森
貴
文
佐
伯
初
美

山
内
さ
っ
き
山
口
友
行

16 
人
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離 国
民
健
康
保
険
の

保
険
証
の
更
新

,,_}. 

現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
入
ら
れ

て
い
る
方
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

平
成
三
年
三
月

三
十

一
日
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
三
月
末
日
ま

で
に
郵
便
に
て
該
当
す
る
各
ご
家
庭

へ
お
送
り
致
し
ま
す
。

期
限
(
三
月

三
十

一
日
)
が
過
ぎ

た
保
険
証
は
、
役
場
住
民
課
へ
お
返

し
下
さ
い
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会

保
険
等
に
入
ら
れ
た
方
で
手
続
き
が

ま
だ
の
方
は
、
早
急
に
申
請
手
続
を

お
願
い
し
ま
す

。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
住
民
課

国
保
係
で
す
。

宮
六
回
|
ニ
O
O

一

内
線

二
一
三

の,--y し報

御
存
知
で
す
か児

童
手
当

児
童
手
当
は
、
子
供
を
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

家
庭
で
の
生
活
安
定
や
児
童
の
健
全

な
育
成
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
。対

象

①
義
務
教
育
就
学
前
の
児

童
を
含
む
国
歳
未
満
の

児
童
を
2
人
以
上
養
育

し
て
い
る
こ
と

。

②
そ
の
人
の
収
入
が

二
疋

の
額
に
満
た
な
い
こ
と

手
当
額
・

第
2
子
に
対

し
て
は

月
額
二
千
五
百
円

・

第
3

子
以
降
は
月
額

五
千
円

申
請
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
厚
生
課

宮
六
四
|
ニ
O
O

一

内
線

二
五
四

赤ちゃんは、生後 5 ヶ月を過ぎた頃か

ら母礼 ・ ミルクだけでは栄養に不足が出

てきます。また、赤ちゃんはこの頃から

食べ物に対して興味を持ち始めます。

離乳食は、不足する栄養を補い幼児食

へと移行していくための準備食です。

離乳食の大切さと進め方を学ぶ場とし

て、ぜひご参加下さい。

日時 4 月 16 日伏) 13: 30-15 : 30 
場所町民会館

対象 平成 2 年 8 月、 9 月生まれ

担当 栄養士、保健婦

料金 無料

持参品 母子手帳
内 容 7 ・ 8 ヶ月の心身発育・発達に

ついて

予防接種について

神経芽細胞腫について

離手L食の進め方、試食など

広

級ー拍手食手し

人
と
猫
と
の
聞
の
疾
病

|
|
|

ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症

|
|

~R~ 
愛媛大学医学部

教授

西国弘

先
に
人
と
犬
と
の
聞
の
疾
病
に
つ

い
て
書
い
た
(
平
成
二
年
十
月
号
)
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
描
と
の
聞
に
も

似
た
よ
う
な
疾
病
が
あ
る

の
で
は
、

と
の
疑
問
が
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
今

回
は
人
と
描
と
の
聞
の
疾
病
に
つ
い

て
書
く
こ
と
に
す
る

。

山
猫
ひ
っ
か
き
病
こ
の
疾
病
の

病
原
体
は
描
が
保
有
す
る
ウ
イ
ル
ス

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

。

猫
に

ひ
っ
か
か
れ
た
後
に
続
発
し
、
数
日

後
か
ら
不
快
感
、
食
欲
不
振
、
頭
痛

な
ど
の
全
身
症
状
の
ほ
か
に
、
傷
を

受
け
た
局
所
の
紅
斑
、
所
属

リ
ン
パ

節
の
腫
脹
な
ど
を
来
た
す

。

治
療
法

は
特
別
な
も
の
は
な
く
保
存
療
法
を

行
う
。
余
り
し
ば
し
ば
あ
る
も
の
で

は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
描
に
ひ

っ

か
か
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
お
い

た
方
が
無
難
で
あ
る

。

ω
パ
ス
ツ
レ
ラ
症
こ
の
疾
病
は

パ
ス
ツ
レ
ラ
・
マ
ル
ト
シ

l

ダ
と
い

う
細
菌
に
よ
っ
て
お
こ
る
。
描
が
こ

の
菌
に
感
染
し
て
い
て
(
犬
も
感
染

し
て
い
る
)
、
描
に
よ
る
岐
傷
を
受

け
た
後
に
発
症
す
る

。
通
常
、
受
傷

後

一
日
以
内
に
局
所
に
強
い
痛
み
と

脹
腫
を
き
た
す

。

ほ
か
に
骨
、
関
節

の
痛
み
を
伴
い
、
膿
傷
を
形
成
す
る

こ
と
が
稀
で
な
い
と
い
う

。
し
か
し

予
後
は
良
好
で
回
復
は
早
い
。
治
療

薬
と
し
て
は
ペ
ニ
シ

リ
ン
系
、
テ
ト

ラ
サ
イ
ク
リ
ン
系
、
ク

ロ
ラ

ム
フ
ェ

ニ
コ
l

ル
系
な
ど
の
抗
生
物
質
が
有

効
で
あ
る
。

ω
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症
こ
の
疾

病
は
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
・
ゴ
ン
デ
ィ

!
と
い
う
原
虫
に
よ
っ
て
お
こ
る

。

描
科
の
動
物
が
終
宿
主
で
あ
り
、
ネ

ズ
ミ
、
豚
そ
し
て

人
な
ど
他
の
多
く

の
哨
礼
動
物
が
中
間

借
主
で
あ
る
。

重
要
な
の
は
仔
描
で
あ
っ
て
、
そ
の

腸
管
内
で
有
性
生
殖
が
行
わ
れ
、
ォ

ー

シ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
原
虫
が
糞
便

中
に
排
出
さ
れ
る
。
こ
れ
を
妊
婦
が

|
免
疫
の
状
況
や
時
期
に
よ
っ
て
も

異
る
の
で
種
々
な
場
合
が
あ
る
が
|

口
に
入
れ
る
と
運
が
悪
い
場
合
は
、

全
身
感
染
を
お
こ
し
、
原

虫
が
胎
盤

を
通
っ
て
胎
児
に
運
ば
れ
、
胎
旧
ん
が

先
天
性
の
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症
に
か

か
り
、
中
枢
神
経
系
を
障
害
さ
れ
ト

キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
性
脳
髄
膜
炎
と
な
る

。

そ
の
症
状
は
網
脈
絡
膜
炎
、
脳
水
腫
、

小
頭
症
、
脳
内
石
灰
化
、
精
神
運
動

障
害
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
無
症
状

で
産
ま
れ
た
後
、
発
症
し
て
網
脈
絡

膜
炎
と
な
る
場
合
も
存
在
す
る
。
ま

た
、
後
天
的
感
染
で
は
発
症
す
る
人

は
稀
で
あ
る
が
、
発
症
す
る
と
リ
ン

パ
節
炎
の
型
を
と
る
場
合
が
多
い
。

以
前
、
婦
人
雑
誌
な
ど
で
大
々
的

に
報
ぜ
ら
れ
、
注
意
を
促
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症

は
そ
れ
程
多
発
す
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
一
部
発
病
す
る
と
悲
惨
な
結

果
を
招
く
の
で
、
注
意
し
て
い
る
の

に
越
し
た
、
」
と
は
な
い。

描
が
糞
を
し
て
い
る
畑
の
野
菜
、

と
く
に
パ
セ
リ
の
よ
う
に
生
で
食
べ

る
も
の
は
、
充
分
に
洗
模
し
て
オ
|

シ
ス
ト
を
と
り
除
い
て
か
ら
食
べ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

ほ
か
に
も
描
が
関
与
す
る
寄
生
虫

性
の
疾
病
は
多
い
。
し
か
し
先
輩
諸

氏
の
ご
努
力
に
よ
り
、
現
在
で
は
殆

ど
影
を
ひ
そ
め
て
い
る

。
重
信

町
で

も
特
に
問
題
に
な
る
よ
う
な
も
の
は

前
記
三
者
以
外
に
は
な

い
よ
う
に
忠

よ
ーノ

猫
を
飼
う
時
は
、
決
ま
っ
た
場
所

と
く
に
自
家
の
庭
に
便
を
さ
せ
る
よ

う
習
慣
を
つ
け
、
近
所
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
項
き
た
い
。

そ
し
て
、
飼
い
描
が
発
病
し
た
時
は

獣
医
に
診
て
貰
い
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
望
ま
れ
る

。

つ 一一一一ト をiE し くカ、~~~~り ましょ一一一一.r-......)レメッ



報 ぷ、

平成 3年度
狂犬病予防注射及び畜犬登録日程表 狂

犬
病
予
防
注
射
と
畜
犬
登
録

平
成
三
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注

射

と
畜
犬
登
録
を

別
表
の
日

程
で
実
施

し
ま
す

。

毎
年
一
回
の
登
録
と
注

射
は
飼
主

の
義
務
で
す

。

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

料
金集

合
注
射
の
場
合

注
射
料

二
、
五
O
O
円

登
録
料

二
、

一
O
O
円

合
計

四
、
六
O
O
円

病
院
注
射
の
場
合

注
射
料

三
、

0
0
0
円

訪
問
注
射
の
場
合

注
射
料

三
、
五
O
O
円

の'f し広(5) 

犬
を
飼
っ
て

い
る
方
へ

O

飼
い
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま

し

よ
う
。
つ
な
い
で
な
い
犬
は
、

野
犬
と
し

て
処
理
し

ま
す
。

O

不
用
犬
は
、
毎
週
月
曜
日
の
午
前

十
時
ま

で
買
い
上
げ
て
い
ま

す
の

で
印
鑑
を
持
っ
て
役
場
ま
で
連
れ

て
き

て
下
さ
い
。

粗大ごみ回収(3 月 28 日)のお知らせ
3 月 28 日闘は粗大ごみ回収 日です。

下記のことに留意し指定場所へ出して下さい。

回収時間

回収 日の午前1 0時まで
(回収日以外の日には出さないで下さい。)

回収する粗大ごみ

テ レ ビ、冷蔵庫、 洗たく機、 自転車、 ミシン 、 ベッ

ド、机、イス 、 家具、ふとん、 じゅうたん等。(そ

の他のものについては事前に厚生課へお問い合わせ

下さい。)

注意事項

一般ごみ、不燃物(カン ・ビ ン類)は従来通りの

日程で回収 し ますので、組大ごみの回収には出さな

いで下さい。

ゴム製品 ・ ビニール等 ( うすいアゼシート・ ハウ

ス用 ビニールシー ト )などの産業廃棄物及び事業所

からの排出はお断り しま す。

粗大ごみの中にはまだまだ利用できると思われる

ものがたくさんあります。出す前にもう 一度利用で

きないか目雀認 し ましょう 。

次の回収日は 6 月 28 日掛です。

月 ・ 日 士暴 ji}j- 時 間

4 月 8 日 山之内 公民館 9 : 50-10 : 00 

(月曜日 ) 岡えん堤 10:05-10:15 

荒木谷ノ 〈ス停 10: 20-10 : 30 

井口公民館 10: 35-10 : 50 

樋 口 公民館 11 : 00-11 : 55 

横河原 一本松 13: 00-13 : 30 

療養所円IJ 13:40-14:20 

見奈良 公民館 14:30-15:00 

4 月 9 日 横河原公民館 9 : 30-10 : 00 

(火曜日) 志津川 11 10 : 10-11 : 00 

八反地 11 11 : 10-12 : 00 

西岡 11 13 : 00-13 : 30 

池之下公民館 13 : 40 -14 : 00 

田 窪公民館 14: 10-15 : 00 

4 月 10日 役場駐車場 9 : 00- 9 : 40 

(水曜日) 田窪田地公民館 9:50-10:50 

田窪 11 11 : 00-12 : 00 

堀 i也 11 13: 00-13 : 30 

牛湖l 11 13:40-14:20 

日 野歯科目IJ 14 : 30-15 : 00 
(旧第2保育所)

4 月 11 日 播磨台団地公民館 9:30-10:10 

(木曜日) 新 村 公民館 10: 20-10 : 40 

北野田 11 10:50-11:20 

南野田 11 11 : 30-12 : 00 

上村 11 13:00-13:20 

石丸敏雄宅I'IIJ 13: 30-13: 50 

下林西の谷公民館 14:00-14:30 

仙幸寺集会所 14 : 40-15 : 00 

4 月 12 日 上林 i勇水公民館 9 : 40- 9 : 50 

(金曜日) 中筋集荷所 10 : 00-10 : 20 

谷バス停 10 : 30-10 : 40 

公民館 10: 50-11: 10 

花山菅野宅前 11 : 20-11 : 30 

ニノ瀬西の宮 11 : 40-11 : 50 

下林八幡集会所 13:00-13:20 

助兼集会所 13 : 30-14 : 00 

旧拝志森林組合横 14: 10-14 : 20 

別府倉庫前 14 : 30-14 : 50 

志|横樋山叫 粗

:tl I 大

原|口|内区i λ
回
収
場
所

i章|河

荒
木
谷
パ
ス
停

公
民
館
西
側

二
本
松

志
津
川
グ
ラ
ン
ド

八
反
地
墓

地
南
東
側

公
民
館

池
ノ
F

公
民
館

公
民
館

集
荷
場

遊
園
地
前

公
民
館

同
情
池
公
民
館

ポ
ン
プ
室
横

公
民
館
南
側

牛
洲
団

地
駅

北
東
入
口

JII 

西見
良
閏
窪
田
窪
団
地

牛
洲
牛
洲
団
地

播
磨
台
団

地

上
値
団
地

南
野
田

北

野
田

北
野
台
団

地

活
叶

+
1

命
柑
吻
司

自

T，E

上
林
下
林
上

村 岡

式
々、

野
田
集
荷
場

集
会
所
横

農
協
支
所
南
側

お
ん
じ
矯

蔵
置
所
横

別
府
バ
ス
停

北
側

農
協
支
所

北
側

一一納税は便利な 口座振替で一一一
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健
康
づ
く
り
ス
ク
ー
ル
の
ご
案
内

「
病
気
に
な
る
と
、
健
康
の
あ
り

が
た
み
が
わ
か
る
」

と
よ
く
い
わ
れ

ま
す
。

元
気
な
時
か
ら
、
栄
養
・

運
動
・

休
養
に
気
を
配
り
、
病
気
に
な
る
こ

と
そ
の
も
の
を
予
防
す
る
こ
と
が
、

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
。

日
頃
の
生
活
を
見
直
し
、
積
極
的

に
健
康
づ
く
り
に
と
り
く
む
た
め
左

記
の
通
り
「
健
康
づ
く
り
ス
ク
ー
ル
」

を
四
回
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
の
上
お

こ
し
下
さ
い
。

対
象
住
民

料
金
無
料

持
参
品
健
康
手
帳

場
所
町
民
会
館

申
し
込
み
方
法
四
月
十
八
日
ま

で
に
厚
生
課
・
保
健
婦
ま

で
申
し
込
ん
で
下
さ
い

。

(
岱
六
回
|
ニ
O
O

一

内
線

三
二

一
一一
一
一
一)

スクール日程表
月 日 受付時問ス 7 ル 内 容 ;革 自市

第
講演

4月 25 日
13: 30 14 : 00 

総合 コ ミュ ニテ ィ
、‘運動について 砂

~ ~ 
セ ンタ ー

休)
回

14 : 00 15 : 3 。 実技
運動指導員

健康体操の実際 須山{告 光

第 講演

5月 17 日
13 : 30 14 : 00 

2 
前骨粗しょ う症の話

松山中央保健所長

治)
回

14 : 00 15 : 30 
寝た き りにな ら

なし、ために H 

高 橋 弘

第 講演

6月 21 日
13 : 30 14 : 00 

3 
がんの予防

松山中央保健所長

ー

凹
世量1

14 : 00 
一一予防の主役は

15 : 30 
あなたです "

高 僑 弘

第
講演

7月 12 日 13 : 30 114: 00 1 "歯t警膿1馬の予防
松山中央保健所

4 I 1- 一 fおくー さか ら 血が 歯科医師

恰) でませんか " 藤 枝真

1司 14 : 00 I 16: 00 実技
歯科衛生士

歯みがき指導
松 閃 智子

健康づく

同
和
教
育
に

つ
い
て
思
う
(
ご

|
|

町
民
の
意
識
調
査
か
ら

1

ー

『

同
和
問
題
の
解
決
は
、
国
及
び
地

方
公
共
団
体
の
責
務
で
あ
り
、
同
時

に
国
民
一
人
一
人
の
課
題

で
あ
る
』

と
し
て
、
問
題
解
決
に
向
け
て
の

具

体
的
方
策
に
つ
い
て
の
、
同
和
対
策

審
議
会
の
答
申
が
出
さ
れ
て

二
十
五

年
(
昨
年
)
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
節
目
を
機
会
に
、
本
町
の
同

和
教
育
の
取
り
組
み
を
ふ
り
か
え
り

、

今
後
の
推
進
上
の
課
題
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
無
作
為
抽
出
に
よ
り
、

町
民
の
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

。

皆
さ
ん
方
の
ご
理
解
を
得
て
、
そ

の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

設
問
の
い
く

つ
か
に
つ
い
て

、

順
次

ご
紹
介
し
ま
す

。

O

全
体
の
七
四
・

三
%
の
人
が

学

習
し
て
お
り

、

前
回
調
査
(
五
十
四

年
)
五
三
%
と
比
較
す
る
と
、
そ
の

後
の
啓
発
活
動
や

学
校
教
育
で
の

取
り
組
み
の
成
果
が
伺
え
ま
す

。

O

昭
和
四
十
年
代

生
ま
れ
の
人
は

一
O
O
%
学
習
し
て
い
ま
す

。

こ

れ
は
学
校
教
育
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
正
し
く

認
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

さ
ら
に
、
地
域
や
職
場
に
お
い
て
、

差
別
解
消
に
向
け
積
極
的
な
行
動

が
望
ま
れ
ま
す
。

O

大
正
・
明
治
生
ま
れ
の
人
の
学

習
者
が
五
十
%
で
、
全
体
平
均
を

大
き
く
下
ま
わ
っ
て
い
ま
す

。

こ

の
こ
と
が
、
差
別
意
識
の
温
存
や
、

差
別
事
象
の
発
生
要
因
に
よ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
を
対
象

と
し
て
、
さ
ら
に

、
学
習
の
機
会

を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

O

男
女
別
に
み
る
と
、
若
年
齢
層

で
は
、
男
性
に
比
べ
女
性
が
多
く

学
習
し
て
い
ま
す

。

こ
れ
は

、

P

T
A

等
の
取
り
組
み
の
結
果
と
思

わ
れ
ま
す

。

高
年
齢
層
に
な
る
に
つ
れ
て
、

女
性
の
学
習
率
の
方
が
低
下
し
、

特
に
、
大
正

・

明
治
生
ま
れ
の
人

で
は
、
男
性
六
四

・

四
%
、
女
性

三
三
・

三
%
と
そ
の

差
が
著
し
く

な
っ
て
き
ま
す

。

こ
れ
は
、
過
去

に
お
い
て
女
性
の
社
会
参
加
が
阻

ま
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
も
考

え
ら
れ
ま
す

。

(
以
下
次
号
で
)

図
書
館
だ
よ
り

今
月
も
テ
レ
ビ
や
新
聞

等
で
話
題

に
な

っ

た
本
が
多
数
入
荷
し
ま
し
た
。

一
部
を
紹
介
し
ま
す

。

O

中
東
問
題
の
書

「
フ
セ
イ
ン
の
挑
戦

」
小
山
茂
樹

「

フ
セ
イ
ン
独
裁
下
の
イ
ラ
ク
で
暮

ら

し
て
」
川
口
マ
|
ン
恵
美

O

地
球
環
境
問
題
の
書

「
地球
環
境
最
前
線
」

朝
日
新
聞

(
地
球
環
境
)
取
材
班

「
地
球
環
境
の
危
機
」
毎
日
新
聞
社

百胸
。

苛
句

O

社
会
教
養
書

「

脳
死
と
臓
器
移
植
を
考
え
る
」

加

賀
乙
彦

O

文
芸
書

「
N
H
K

大
河
ド
ラ
マ
ス
ト
ー
リ

ー
-

太
平
記
」
日
本
放
送
出
版
協
会

皆
さ
ん
は
、
ど
の
分
野
か
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
す
か

。

リ
ク

エ
ス
ト
お

待
ち
し
て
い
ま
す

。

⑧
⑧
⑧
⑮
 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

ふ
に。岡

田
春
美

葛
原
均

佐
井
木
文
生

亀
岡
勝
馬

村
上
吉
徳

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

松
山
市

牛

洲

山
口
県

田

窪

横
河
原



「
重
信
史
談
」

原
稿
募
集

重
信
史
談
会
(
武
智
成
彬
会
長
)

は
今
年
創
立
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

同
会
で
は
機
関
紙
「
重
信
史
談
」
を

毎
年
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
と
く
に

今
年
は
十
周
年
特
別
記
念
号
と
す
べ

く
、
会
員
外
か
ら
も
ひ
ろ
く
原
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投

稿
下
さ
い
。
募
集
要
項
は
次
の
と
お

り
で
す
。

~-; の

内
容

歴
史
記
述
の
み
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
古
老

か
ら
の
聞
き

書
き
や
遠

い
日
の
思
い
出
、
人
物
評
伝
、
地
区

の
伝
説
な
ど
重
信
に
関
係
の
あ
る
こ

と
な
ら
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

'1' し

原
稿
の
長
さ

四
百
字
詰
め
原
稿

用
紙
三
十
枚
ま
で
。
四
、
五
枚
の
短

い
も
の
で
も
結
構
で
す
。

報広

締
切
平
成

三
年
三
月

三
十

一
日

宛
先
・
問
い
合
わ
せ
先

重
信
町
見
奈
良
五

O
九
|
三

重
信
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
内

重
信
史
談
会
事
務
局

宮
六
四
|

三
四

一
四

発
行
予
定

同
年
十
月
一
日

そ
の
他

掲
載
分
に
は
重
信
史
談
を
一
部

贈
呈
し
ま
す
。

(7) 

平
成
二
年
度

婦
人
団
体
研
修
会

一
月
二
十
七
日
(
日
)
九
時
よ
り
二

百
三
十
余
名
が
出
席
し
て
、
重
信
町

婦
人
団
体
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

ふ
心
。

今
年
度
は

「

青
少
年
健
全
育
成
を

目
ざ
し
て
」

の
テ
l

マ
で
各
分
散
会

ご
と
に
熱
心
に
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
総
ぐ
る
み
で
青
少
年
健
全
育
成

に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
、
又
健

全
な
家
庭
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

の
婦
人
の
役
割
な
ど
を
中
心
に
、
「
子

供
と
と
も
に
歩
も
う

」
「孫
と
の
ふ
れ

あ
い
」
「
環
境
浄
化
」
「食
生
活
」
「
作
り

育
て
る
喜
び
」

等
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
研
修
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

み
に。婦

人
会
親
睦

ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

一
月
二
十
四
日
北
吉
井
小
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、
婦
人
会
と
地
域
若

者
た
ち
と
の

「
親
睦
ミ
ニ
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
全
」

が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
婦
人
会
四

チ
l

ム
、
青
年
団
、
青
年
教
室
、
樋

口
愛
好
会
、
伊
予
銀
行
横
河
原
支
店

の
計
八
チ
l

ム
で
、
好
プ
レ
l

、
珍

プ
レ
ー
も
続
出
し
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
後
も
婦
人
会
と
地
域
の
人
た
ち

と
の
交
流
を
深
め
る
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

四
百
歳
駅
伝
大
会

横
河
原
が
八
連
覇

第
十
六
回
四
百
歳
駅
伝
大
会
が
二

月
十
七
日
、
町
民
全
館
周
辺
道
路
で

行
わ
れ
、
分
館
対
抗
に
十
四
チ
ー
ム
、

中
学
生
部
活
動
対
抗
に
四
十
二
チ
ー

ム
、
オ
ー

プ
ン
参
加
の
清
愛
国
・
重

中
教
員
の
計
五
十
八
チ
l

ム
が
参
加

し
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

優
勝
横
河
原

準
優
勝
西
岡

第
三
位
樋
口

第
四
位
見
奈
良

A

第
五
位
上
林

第
六
位
新

村

マ
イ
ペ
ー
ス
で
完
走

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
十
三
回
重
信
町
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
全
が
二
月
三
日
、
重
信
川
緑
地
公

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
例
年
に
な
い
穏
や
か
な

天
候
で
、
二
・
四
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
三
コ
ー
ス
に
約
八
百
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
の
最
高
年
齢
は

六
十
九
歳

、
最
少
年
齢
は

二
歳
で
、

と
も
に
元
気
に
完
走
し
ま
し
た
。

，、 守山

一~一ー一週 ，..~、 . . 
".,..,-" ... : ... 

.1. ~ 
C'.;._: 

一一一タバコは町内で買いま しょう一一一



(8) ぶの~_y し報広

重信町教育相談室

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談下さい。秘密は厳守 します。

月 日 相談員

6 市本 ト シ子

13 池)11 敏朗

3 

20 池)11 邦男

27 水田敏贋

毎週水曜日

13 : 00 -17 : 00 

電話でもよいし、

直接来られでも

かまいません。

話
ま
電
い
の
て
ら
け
か
付
供
受
子
も
す

図書館 3 階

64-3437 

日時

場所

電話

方法

戸
籍
の
動
き

2

月
日
日
届
出

出
生
(
お
め
で
と
う
)

~t 牛牛志i章 上樋西志樋志
野 i掌 i幸
田湖l 榊~ J 1 1 林口岡川口 J !I

嶋中池西宮井新芥越松黒
保護田野内戸岡川智岡河

浩裕 和文公芳浩
者之 二 仁朗正稔教一樹 二

由絵 重大真彩友美世 出

希奈皇 佑 里 衣 生
平日地優花恵 j少奈 児

l 1 1 生年月
28 27 25 24 20 17 16 14 14 11 日

死

t
(
お
悔
み
)

国土緑化強調期間

( 3 月 1 日 -5 月 31 日)

西牛横田見牛田上横南樋志、志 住
j可奈 原河野津津

問洲原窪良 i拘j 窪林 田口川川 所

大村 村亀井佐 平森古明大青十
氏

窪上上キ岡ミ戸井岡ア本ミ賀商鬼 井亀
平日日佳ミサ清今木 隆ヤサ 土武武

名範男ヱヲ市生街子ヲ哲 子 夫一

年
50 70 79 64 70 64 79 67 65 61 83 77 82 

dT』2 

2 2 2 2 2 2 2 1 事E
亡

14 12 11 8 4 2 1 31 25 24 22 20 15 
(7) 

臼

月 日 fr 事 名 時 問 場 所

17(日) 当番医 中川外科・内科松山市街梅本町 宮76-7811

高血圧者教室③ 受付 9・ 30-10:00 
19(火) 町民会館

(対象:一般住民) 学級 10:00-12:30

春分の日 ごみ収集休みます。 25 日開に出して下さ い。
2 1(ね ー-ー ・ ー-ー - - -- -_ -- -ー ・- - --- -- ----- ---・・ーー ーー・・ ・ ・ ・・・- - _.--・・・ーーー _ - -- -ーーーー ・・ ・ ・・...

当番医 上岡小児科松山市北梅本町 ft76-8000

3 24(日) 当番医 八木耳鼻咽喉科・皮膚科 牛湖 ft64-5400 

不燃ごみ IEl収日
25(月) 健康相談位7 日まで) ........... ... _1 各 地 区

粗大ごみ回収日
ーーーーー ・ー ーーー ー ー ー--- _・・・.. ー-ー ー.. .・・・ ・・・ 4・・b ・・ー・ー・ー... ...・_-.-_‘司------

心配ごと相談F庁 13 :00-15 :00 役場 2 階会議室
-・ ー・ ー- - --_-ー ーーーーーー・..-- - -- - --- ..・・ーーーーー・ ・ . . . ..・ ・ ー ー・ ・ー・_... .・・・・+・ 4・・・..・

月 3 種i見合予防接種 H矧

28(ね (対象: 1 期3回終了後

l年-1年半後の者及び 受付 14:00-1 4:30 町民会館

5才6 ヶ'月未満の未被種

者)

3 l(日) 当番医 国立療養所愛媛病院横河原 告64-2411

1 何) 健康相談 13 :00-14 :00 町長会館

7 (日) 当番医 十全病院 川内町南方 ft66-5011 

8 (月) 狂犬病予防注射 ・ 畜犬登録(12 日まで)

10(:水) 不燃ごみ回収日

1 1(:桐 行政 ・ 心配ごと相談所 13 :00-15 :00 役場会議室

14(日) 当番医 藤石クリ ニ ッ ク 志津川 ft64-1234 

離乳食学級
受付 13:30-14:00

16(火j (対象 : 平成2年8 月， 町民会館
学級 14:00-15:30

9月生まれの者)
4 

乳児健診

1 8(村 (対象・平成2年6月 . 受付 13:30- 1 4:30 11 

12 月乍まれの者)

第34凶町民大運動会(雨天の場合28 日) 重中グランド
2 1(日) ー ーー ー ーー . . ・ーー・ ・ ・・ ・b ・・ーー ーー・・ーーーー ---- ------・・・---- ー ーー ー ー--_.ー ・ ・ーー .. ... _- ー

当番医 西野医院 横河原 合64 - 2152

22(月) 健康相談 (24 日まで) 各 1也 ri 
心配ごと相談所 13 : 00 -15 : 00 役場会議室
ーー・・・・ー ・._---_. . . ー-・ーーーーーー・・..噂司..-.- 司...ーー..・-- --_ .-ーーー...

健康づくりス 7 ール①
Ji 25(村 13 :30-15 :30 町民 会 館

快適1重1)"
ー- - .--.-_- ‘ ー ・ ・ . .... . _-- - ・b ・. .. _----・b ・...・ー ー ー . ーーー ー ー・ ー .. ・・ ー...骨骨骨亭- ---

不燃ごみ |司収日

28(H) 当番医 山本内科 川内田r北方 ft66-2066 

ごみ収集休みます。 5 月 2 日(村に出して

F さ L 、 。
みど り の日

29(月) イミ用犬買上休みます。 5 月 13 日 (月)に連れ

てきて下さ L 、 。
-・・ー... ー “ ・・ ・ ーー ・ーー ーー--- - -.-・・...- _ .--‘・・・・・・・ ・・・- - --・・ ・・・・・・...

当番医 重信ク リニ .~ク 志津川 合64-1188

30(火) 水道料金納期限

一一消えたかな/気になるあの火もう一度一一一
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